
5 く―らしのうつり|かわ|り

1.む か しの くらしをつたえる道具

海え沢さんの家と官野さんの家をたずねて、むかし使っていた道

具を見せていただきました。

石うす

このような道具が使われていたころのくらしのようすをおじいさ

んやおばあさんにきいてみましょう。‐       ‐

鉄びん火ばち

製めん晟 茶がめ

だっ     き

足ぶみ脱こく機 とうみ
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おひつとおひつ入れ

ランプ

火のし

ヤに炭を入れて布の

しわをのばす道具

さおばかり
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2.ま ちのむかしを見つけよう

どこに なにがあるのでしょう。

② 塔華精浩

おで きの神 さまとされています。

おで きがで きると上で回子 を作 って供 え、

なおるとお礼に米の団子を供えたそうです。

幌主
日

脱観わ
頭

ば
馬①

④ セ イの神

⑤ 板 碑

(梶千秋氏7~/T蔵、 くわ しい洸明は67P)

③ 震当署(他3墨)
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写真と同じものがあると

の中に番号をかいてみまし

基勢央祈粋島

したんけんマップ

ころはどこでしょう。見っけたら、
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3.養 蚕 が さかんだ った ころ

昭オロの初めごろまで、同上では、ほと

んどの家で養容 (蚕を育てて、まゆをと

る仕事)が おこなわれていました。

同上の畑の大部分が、かいこのエサの

ための条火日になっていたことがあるそう

です。

1基本や孫張Ⅲlt友すた道貫|

き

桑の葉こき機

糸わく えびら

ざぐり
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o   1   2 闘

養蚕をしていた家の見取り図

ヒロマにかいこの暖ぼうのための炉があります。

「かわさきのむか し話」 という本には

「ようさんのは じめ」 というお話が、岡

上の民話 としてとり上げられています。 曇彬前摘望お畜離
蚕影山とはかいこの神さまのことで

す。東光院の機関にあったものです力R
今は、日本民家国に移されています。

養蚕をしていたおばあさんのお話

養蚕の仕事は、本 ・夏 ・秋と 十年に3回 ありました。

本にはまだ寒い日があり、かいこの育ちがわるくなったこともあっ

たので、かいこを有てる部屋には目ばりをして、炉に炭をおこして

暖ぼうしました。朝 3時から4時 の間には起きて、暖ぼうを始めな

ければなりませんで した。かいこがまだ小さい時には、桑の夫の先

のやわらかいところだけを選んできざんであげました。

できたまゆは、公会萱にあったかんそう機でかんそうさせてから

糸取 りをしました。それをより屋さんでよってもらってから出荷 し

ました。そのころは、三論に糸買いがいて、岡上に買い取 りにきて

いました。
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